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　フルードパワーシステム情報センター運営委員会と情報ネット管理運営委員会が統合され，

今年度から情報システム委員会が発足しました．本委員会のルーツを辿ると，まず学会創立20

周年記念事業で1993年に開設された油空圧情報センターに行き着きます．本情報センターの設

置趣旨としては，油空圧工学・技術に関する情報を総合的に取り扱い，データベースの作成・

情報の分析を行い，油空圧工学・技術に携わる研究者・技術者に便宜を図り，油空圧工学・技

術のより一層の発展を図ることを掲げていました．設置当初は現在のようにインターネット

（ＩＴ）が普及しているわけでなく，パソコン通信で学会のワークステーション（サーバ）に

アクセスすることにより油空圧のデータベースを広く会員に提供するという当時としては斬新

なサービスに取り組んでいました．その後，インターネット技術の目覚ましい進歩により情報

センターでもホームページ（ＨＰ）を介してデータベース等のコンテンツの提供を行うように

移行しています．

　一方，情報ネット管理運営委員会は学会創立30周年記念事業の一環として，学会のＩＴ環境

を整備し，会員へのサービスのさらなる充実化を図ることを目的に設立されました．これまで，

サーバコンピュータの設置および管理運営，ＨＰの立ち上げ，そのコンテンツの作成および管

理運営などを委員会の業務として行ってきています．

　昨年度，両委員会における業務等を見直したところ，学会におけるＩＴ環境も著しく整備さ

れたこともあり，共通した作業も多く，両委員会相互の依存度が非常に高いことが判明しまし

た．このような状況を踏まえて，ＩＴ環境において効率の良い迅速な活動を行い，重複した作

業が簡略できるように両委員会の統合が議論され，今年度から情報システム委員会が発足した

次第です．

　幸か不幸か，小生が新しく発足した情報システム委員会の委員長を仰せつかりました．以上

に述べた歴史的な経緯を振り返ると委員長の責任の重さをずっしりと感じますし，小生が役不

足であることも重々承知しています．足りない部分は委員の方々のご協力を仰いで，少しでも

学会に貢献できればと考えていますので，どうぞよろしくお願い申し上げます．
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　学会員へさらなるサービスを提供する講演会へと見直していこうという考えに基づき，平成
１５年度の春季フルードパワーシステム講演会より，例年７月から８月の間に開催されていた
サマーフォーラムを春季講演会に併せて開催するようになった．しかしながら，本年度のセミ
ナーは本学会の総会と併設するという形となった．これは，前年度が本学会主催の国際会議開
催年であったため，例年東京以外の地で開催されている秋季講演会が開催されなかった関係上，
平成１８年度の春季講演会が札幌で開催されることとなったためである．本企画は，学会誌を
担当する編集委員会と企画事業を担当する企画委員会との合同企画事業の第４回目で，編集委
員会側ＷＧ主査横浜国立大学・佐藤恭一先生，企画委員会側ＷＧ主査太陽鉄工（株）高崎邦彦
氏が中心となり実施された．先に学会誌Vol.37No.2（2006年3月発行）で同じテーマで特集を
組み，１０件の記事を紹介した．そして，この原稿執筆者の中で講演を了承した６名の講師に
より，この学会誌をテキストとして，本セミナーを開催し，解説記事をさらに深く理解する機
会を設けた．
本年度のセミナーのテーマは「技術者の義務と責任－技術者倫理－」であった．これは，技
術者の倫理問題は社会問題として大きく取り上げられ，企業や技術者個人における倫理の在り
方が社会に問われている社会的状況を受けてのテーマ設定であった．なお，「技術者倫理」は，
置かれている環境・立場によって，その関心は，企業の体質，技術者個人，法規，安全問題，
環境問題，教育機関の教育プログラムなど，多様な対象に向いている．そこで，本セミナーで
は，「技術者倫理」とは何かを起点とし，これらの関心の対象と技術者倫理との関わり，およ
び企業・教育機関における技術者（倫理）教育の実践事例の解説により，技術者倫理への理解
を深めることを目的とした．また，中身の濃いセミナーの実現を目指し，テキストとなる学会
誌が発行されてからセミナー開催の５月までの約２ヶ月間，本セミナーに関係する記事につい
ての質問，セミナーでの講演で詳しく解説してほしい点等について参加申込者が学会までE-
mailで連絡し聴講者と講師の間の情報交換を事前に行う機会を設けた．
　この様な開催趣旨に基づき，総会前日の５月２５日（木）に例年本学会の総会が行われてい
る機械振興会館において以下のプログラムで本セミナーを開催した．なお，参加者は26名（内
学生員２名）であった．
【プログラム】
13:00～13:10　開会の挨拶　　 編集委員会合同企画ＷＧ主査　佐藤恭一 先生（横浜国立大学）
13:10～13:45　技術者倫理とは何か　　　　　　　　　　講師：札野 順 先生（金沢工業大学）
13:45～14:20　技術のプロフェッショナルと技術者倫理

講師：高城重厚 氏（タキ・アソシェイツ技術士事務所）
14:25～15:00　企業の社会的責任－技術者倫理の視点から考える

　講師：坂 清次 氏（三菱総合研究所）
15:00～15:35　企業における技術者倫理　  講師：小西義昭 氏（日機装㈱流体技術カンパニー）
15:40～16:15　技術系社員教育にとっての技術者倫理／その導入可能性を探る

講師：三宅 苞 氏（東京海洋大知財コーディネータ）
16:15～16:50　企業における技術者倫理教育―人間力教育の観点から―

講師：山村 弘 氏（（独）メディア教育開発センター）



16:50～17:00　閉会の挨拶　企画委員会合同企画ＷＧ主査　     高崎邦彦 氏（太陽鉄工（株））

セミナーは定刻の１３時に編集委員会合同企画ＷＧ主査佐藤恭一先生（横浜国立大学）の挨
拶により開会した．　　　　　　　　　　　　　　　　　
　まず，札野順先生により，技術者倫理についての説明がなされた．技術者倫理は，「技術者
がある社会集団において，その技術者が有する数学的・科学的知識を駆使して人類の利益のた
めに自然の力を経済的に活用する上で必要な行為の善悪，正不正やその他の関連する価値に対
する判断を下すための規範体系の総体ならびにその体系の継続的・批判的検討．さらに，この
規範体系に基づき判断を下すことのできる能力」と定義できることが示された．科学技術の急
速な発展に伴い，既存の価値体系や倫理では対応できない問題が様々な領域で生じており，こ
の様な時にも適切な価値判断に基づく意志決定を行うことができる技術者の育成に対して，学
協会の果たす役割の重要性が述べられた．
　次に，高城重厚氏より，技術のプロフェッショナルと技術者倫理と題した講演が行われた．
西欧諸国と日本の技術者が置かれている環境の違いにより，日本の技術者は組織コミュニティ
における業務遂行のプロフェッショナルとしての意識は高いが，技術者コミュニティに所属す
る技術のプロフェッショナルであるという意識を有しているかとの疑問が提示された．日本の
技術者が西欧諸国と同じように技術者コミュニティを意識するときに技術者倫理が重要となる
との考えが述べられた．
　坂清次氏からは，技術者倫理の視点から考えた企業の社会的責任についての考えが述べられ
た．技術が複雑になっている今日では何かあった際のリスクを最小にすることが重要であり，
技術者倫理の至高の項目である安全，健康，環境から企業が社会に提供する製品（技術）に対
する企業としての責任について検討することが重要であることが示された．
　小西義昭氏からは企業における技術者倫理と題する講演がなされた．物理法則に基づく科学
とは異なり，技術にはいくつもの不完全な正解があり，答えが確定する前に実践を行い，訂正
しながら実践を行う．この絶え間ない実践が社会を動かしているのが現状であり，実践する方
向を評価するために技術者倫理が重要となるとの考えが示された．なお，講演者の豊富な経験
に基づく内容で，特にこの講演会に参加した学生員，若い技術者にとっては興味深い内容で
あった．
　三宅苞氏からは技術系社員教育に対する技術者倫理の導入の可能性に関する講演が行われ
た．技術者を技術業を専門職とする自立的な職業人として規定する技術者倫理は，共同体への
忠誠よりも個人の独立を重んじる欧米社会に馴染む職業倫理であり，共同体（組織）を重んじ
る日本の企業における技術系社員教育には，理念や方法論が異なるという点で十分な取り入れ
が困難であるとの現状が説明された．しかしながら，企業倫理が急速に確立されつつある中
で，その中の各論として技術者倫理が検討されるものとの予測が述べられた．
　最後の講演は，山村弘氏よる人間力教育の観点からの企業における技術者倫理教育に関して
であった．技術者倫理の実践のためには根源的なものの考え方あるいは基軸・規範，いわゆる
人間力が身に付いていることが大切であることが示された．さらに，その人間力教育の一例と
して，富士通および2002年に設立されたFUJITSUユニバーシティでの人間力教育の取り組み
についての紹介がなされた．
　最後は，企画委員会合同企画ＷＧ主査高崎邦彦氏（太陽鉄工（株））による閉会の挨拶で，定
刻の１７時に本セミナーを終了した．
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平成17年6月9日－11日、で開催されたROBOMEC2005において880件の発表が行われた。ポ

スター形式によるロボット関連の講演会としては国内最大級である。テーマとして、｢生活を支

援するロボメカ技術のメガインテグレーション｣と題して様々な講演やデモが開催され、賑やか

な講演会となった。なかでも、医工連携プロジェクトのもとで開発された手術ロボットやパ

ワースーツに関する講演と、文部科学省大大特プロジェクトのもとで開発されたレスキューロ

ボットの展示・デモは、人間社会を支える実用性の高いロボットとして、多くの参加者の注目

を集めた。

　一方、ロボット分野におけるフルードパワー技術の注目度は、ここ2，3年で高まっているよ

うに思われる。とりわけ、従来までの2足・4足歩行ロボットにおいて、アルゴリズムは大し

た相違はないものの、アクチュエータとして空圧アクチュエータを用いることにより、ジャン

プや走行運動を実現させて報告などが複数報告されている。また、上記、医療・レスキューロ

ボットの分野においても、空圧・油圧アクチュエータの応用例も報告されている。今後、ロボッ

トを人間社会で支えられる機能をもたせようとすると、産業機械で実績のあった従来型流体ア

クチュエータに加え、流体の柔軟性が発揮しやすい新しい流体アクチュエータ開発も要求され

るであろう。

　本講演会の開催された神戸を訪れ、標高931ｍの六甲山から市内を一望すると、海・港や街

なみの眺望は息をのむほど素晴らしく、1995年 1月 17日未明に起きた自然の大惨事を想像す

ることはできない。北野異人館や夜の繁華街などにも、活力と魅力が甦り、表面的には震災か

ら立ち直ったかのように見える。その一方で、｢人と防災未来センター｣が設立され、阪神大震災

のリアルな展示説明と防災研究を加速化させる拠点として重要な役割を担っている。このよう

な土地で講演会が開かれたことは、自然の驚異と向き合いながら営んでいかねばならない人間

生活に、いかに安全と安心を提供できるか、またそれがロボット技術で貢献できるものか、と

再度考えさせられるきっかけとなったように感じられる。フルードパワー技術がそのキーテク

ノロジーになることを願って止まない。
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防衛大学校 一柳隆義 
 

平成 17年 11月 5日から 11日の一週間に亘って，米国フロリダ州オーランドのディズニーワ

ールドドルフィンホテルにおいて 2005 ASME International Mechanical Engineering Congress and 

Exposition が開催された（図 1，2）．本会議はアメリカ機械学会の年次総会であり，世界最大規

模の国際会議として知られている．今回の大会は ASME 設立 125 周年ということで，元スペー

スシャトル宇宙飛行士のマイク・ミュレインさんの基調講演や学生による設計コンペ，各種表彰，

各部門の委員会等多くのイベントが開催された．テクニカルセッションは合計 550セッション以

上で，計 2400件以上の口頭発表があり，併せて 150件以上のパネル・ポスター展示が行われた．

この中，フルードパワー部門では 7つのセッションが開催され，計 28件の発表がなされた．以

下に，各セッションで行われた講演について簡単にその内容を紹介する． 

 

   
 図 1 開催ホテル              図 2 展示会場 

 

・セッション名：圧力と力の制御，Radpukdeeらは圧力制御弁を用いたエンジン用の負荷シミュ

レータの詳細な設計手法について述べ，さらに，スライディングモードと積分補償器の併用によ

り過渡応答と定常偏差の向上を実現した．Ayalew らは力追従制御を行う電気油圧アクチュエー

タ系の入出力関係に関する線形化手法を提案し，油圧疲労試験機を用いてその有用性を確認して

いる．Zhuらは穴にはめ込む作業（Peg in Hole作業）用の空気圧マニピュレータのインピーダン

ス制御をロードセルを使用しないで実現する手法を提案した．Kontzらはジョイスティックなど

の力覚インターフェイスでマニピュレーション作業を行う油圧システムを対象に，負荷検知圧力

補償器を用いた閉ループ制御系の特性とその安定限界を調べ，これを改善する手法を提案した． 

・セッション名：センサーと信号処理，Groepperらは低コストのMEMSセンサー（圧力，温度）

を利用して油圧システムの圧力と流量，温度を計測する手法を提案した．Stammenはスプールと



スリーブ間のすきまに発生する圧力分布を計測するためにマンガニン線を使用したミニチュア

圧力センサーを用いた計測システムを開発した．Ellmanらは HST（Hydrostatic Transmission）用

バーチャル試験の信頼性を不確かさ解析によって検証した．Gaoらはポンプの故障診断に利用さ

れるウェーブレット変換手法とスペクトル解析手法の 2 種類の方法を種々の実験結果を基に比

較した． 

・セッション名：システムと統合，Alirand らはボンドグラフ法を用いて非線形特性を有する油

圧システムのモデルの簡易化について調べている．Yuan らは変位センサーを使用せずにソレノ

イドの電磁信号から変位情報を得る自己検知アクチュエータに関して、BOXCAR 窓フィルター

とカルマンフィルターの 2 種類のオブザーバーを適用しその性能について比較を行った．

Ichiyanagi らは油圧モータ系を対象に速度の自励振動系を構成し，得られた自励振動波形からシ

ステムの動的パラメータをオンラインで推定する手法を提案し，実験によりその有用性を検証し

た．Shenouda らはエクスカベータなどの建設機械用油圧システムの運転モードについて，新し

い 3種類のモードを概説し，従来の 2種類のモードを含めた 5種類のモードから種々の条件に適

した運転モードを最適設計計算によって選択する手法を提案した．Driscollらは電気モータ駆動

の油圧ギヤモータをアクチュエータとした HIL（Hardware In the Loop）シミュレーションシステ

ムを構築しエクスカベータをターゲットとした例によってシステムの検証を行った． 

・セッション名：バルブの特性と制御，Falesは Vickersのポペットバルブ（Valvistor）を対象に

シミュレーションモデルを構築しその安定性と制御性能を検証した．Opdenbosch らは圧力制御

を行う油圧システムに用いられる電油ポペット弁の流量コンダクタンスを，実験入出力データに

よるマッピングやニューラルネットワークでのオンライン学習によってパラメータ推定を行い

ながら制御する手法を提案した．Eskolaらは準経験的手法でモデル化した 2種類のリリーフ弁を

用いて実時間シミュレーションが可能な HILシミュレーションシステムを開発した． 

・セッション名：ポンプ，Perry Y. Liらは固定容量型ポンプとアキュムレータおよび PWM信号

制御駆動のオンオフスイッチング弁で構成される回路を用いて可変容量型ポンプの機能を有す

る油圧システムを構築し，このシステムの基本特性を検証した．Zeliang Liらは圧力制御用のサ

ーボ弁をポンプ吐出し口に設けて人工的にもれを発生させ，ピストンが磨耗した状態を擬似的に

実現できるような手法を提案した．Mehtaらはピストンポンプのシャフトに発生するトルク変動

をモデル化し，斜版の角度を制御することによってこのトルク変動を減衰させる手法を提案した．

Fardらは作動油の粘度が遠心ポンプの性能に及ぼす影響を実験とCFD解析により明らかにした． 

・セッション名：駆動源とアクチュエータ，Caoらは複数のアクチュエータを有するシステムに

適用できる新しい省エネルギ型の圧力供給システムを提案し，その基本特性について検討を行っ

た．Riofrio らは空圧源として提案しているフリーピストンコンプレッサーを改良し，実験によ

ってその効果を調べた．Raade らは開発中の下肢外骨格型ロボット（BLEEX）の油圧システム

や演算処理装置など電気駆動装置のパワー源の開発を行った．Habibiらは 20kgの負荷を，12cm

のストローク長に対して 50nmの超高精度で位置制御ができる電気油圧アクチュエータ（EHA）

を開発し，実験により基本特性を検証した． 



・セッション名：アクチュエータ制御，Zhangらはエクスカベータのロボット化を目的に，マニ

ピュレータアームのモデル化，適応ロバスト補償器の設計，実験による補償器の性能検証を行っ

た．Wangらはパラメータ推定を行う可変構造フィルタとスライディングモード制御を併用させ

たロバストな制御手法を提案し，電気油圧アクチュエータ（EHA）に適用してその制御性能を

検証した．Yousefi らは弾性特性を有する負荷の位置制御にファジー制御器によるゲインスケジ

ューリング手法を提案し，実験によってこの手法の有用性を確認した．Bu らは自動運転バスの

空気圧ブレーキシステムの開発を行い，モデルと実車を使用した実験によってシステムの検証を

行った． 
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IFK2006 報告 

東京工業大学 精密工学研究所 川嶋健嗣 

 

平成 18 年 3 月 20 日～22 日まで，ドイツのアーヘンにおいてアーヘン工科大学主催の 5th International 

Fluid Power Conference (IFK 2006)が開催された．ご存知の方も多いと思うが，アーヘンはオランダとの

国境近くの歴史のある街で，アーヘン工科大学はヨーロッパにおいて最もレベルの高い工科系大学の一

つである． 

初日はアーヘン工科大学においてワークショップが開催された．学内の非常に歴史を感じる階段教室

(木製の椅子と机は黒光りしていました) 2 部屋において同時進行で，合計 8 つのセッションが行われ

た．詳細なプログラム等は http://www.ifk2006.de/englisch/main_e.html をご覧頂きたいが，自動車関係か

ら油圧機器，空気圧機器，数値解析や材料のセッションなど発表内容は多岐に渡った． 

 2 日目と 3 日目は場所をアーヘン市内の展示場に移して，学会（Conference）が行われた．500 人以

上は入りそうなメインホールと 100 名近く収容できそうなサブホールの２つの部屋で終日発表が行われ

た．はじめにメインホールにおいて，本学会の主催者であるアーヘン工科大学の H. Murrenhoff 教授によ

る特別講演が行われた．まず驚いたことは，参加者の多くが企業の方でそれもメインホールが超満員（写

真１）となったことだ．参加者は 600 名程度とのことであった．産学連携がうまく進んでいることを示

しており，印象的であった．発表の内容は，同教授が取り組まれている油圧サーボの制御と油圧成分を

計測するマルチセンサについてであり，大変分かり易く紹介されていた． 

その後２部屋に分かれて，2 日間フルードパワーシステム関連の８つのセッションが行われた．筆者

は material and fluid や pneumatics 等のセッションに参加し，油圧の成分の変化等をモニタリングする

MEMS 技術を用いたマルチセンサシステム(図１)や，空気圧と電動のハイブリッドシリンダの研究開発

等を聞いた．発表者のほとんどが企業の研究開発者であり，開発事例の発表が多く，大変興味深く拝聴

した．またフルードパワーシステムの機器や要素の開発者だけでなく，ユーザー（自動者メーカなど）

の参加者が多かった．日本の学会運営においても参考になると感じた．両室とも満員で皆さん朝から晩

まで熱心に発表を聞いており，質疑応答も活発であった．ドイツ人の実直な気質に接することができた． 

また，ロビーでは展示会も同時開催され，油圧，空気圧のメーカ，大学の研究機関等約 40 のポスタ

ーや実物展示（写真２）を見ることができた．筆者らも発表だけでなくポスター展示を行い，ドイツの

研究者と意見交換することができた．さらに，会場からアーヘン工科大学の the Institute of Fluid Power 

Drives and Controls（IFAS）へのシャトルバスも 30 分間隔で運行され，大学を見学することができた．

大学を見学して驚いたことは，実験室が日本とは比較にならないほど広く，また整理整頓されているこ

とだ．大学というより企業の工場に見学に来た印象を受けた．日本の大学から見ると羨ましい限りであ

るが，研究内容では日本も決して負けていないとも感じた． 

2 日目の夜はアーヘンタウンホールでバンケットが開催された（写真３）．このホールは一般の人はめ

ったに入れない由緒あるホールだそうで（同じテーブルになったドイツ人の方が自慢していました），

廊下の壁にはチャーチル元英首相やブッシュ米大統領など各国元首が訪れた写真が飾られていた．レセ

プション会場は中世のお城のイメージであった．アーヘン工科大学の学生さんがフルードパワーは電動

に勝っていることを喜劇で表現し会場を盛り上げていたのが印象的であった．本学会はドレスデンとア

ーヘンで交互に毎年開催されている．よって，次年度はドレスデンの番となる． 

紀




以上，IFK2006 に参加した報告を簡単に述べさせて頂いた．今回はじめての参加であったが，ドイツ

においてフルードパワー関連の学会がこれほど活況を呈していることに驚いた．日本でも産学連携の推

進，ユーザーとの連携を活発にすることによって，学会は益々発展するものと確信した． 

 

 

 

写真１ メイン会場の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ Test and Development of Condition-Monitoring-Sensors for Fluid Power Applications 

Dr.-Ing. Thomas Meindorf and Dr.-Ing. Wolfgang Mann 

ARGO-HYTOS GmbH, Industriestraße 9, 76703 Kraichtal, Germany より抜粋 

 

 



 

 

写真２ 展示会場の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ アーヘンタウンホール 



図 1 会場から望むプラハ城とモルダビ河 

図 2 講演会会場 

図 3 実行委員長ノスキエビック教授と著者 

第 19回チェコ油空圧国際会議報告 

 

法政大学 田中 豊 

 
2006年 5月 30日と 31日の 2日間，チェコ共和国

の首都・プラハで第 19回油空圧国際会議（The 19th 

International Conference on Hydraulics and 

Pneumatics）が開催された．会議名と回数からもわ

かるとおり，チェコ機械学会の油空圧分科会の主催

により，ほぼ毎年開催され，今年で 19回を数える歴

史ある国際会議である．会議の公用語は英語とチェ

コ語で，すべての発表には英語からチェコ語あるい

はチェコ語から英語への同時通訳付きであった．し

たがって国内の参加者に配慮された会議の色彩が強

く，チェコのほぼ全土から油空圧関連の研究者や技

術者，企業のエンジニアが一同に参加するという印

象の会議であった．参加登録者は 100 名前後，講演

件数は全部で 32件，国外からの発表者は著者を含め

7件と，国際会議というわりには国外からの参加者は

必ずしも多くなかったが，会議内容と主催者の気配り

は平均以上の充実した会議であった．また別室では７

つの企業による展示も行われていた． 

会議に先立ち，5 月 29 日の夕方より参加登録確認

とウェルカムパーティーが，会議会場のとなりのチェ

コでは有名なレストラン・ホール「Klub Lavka」で行

われた．パーティーは，大会委員長の Prof. Ing. Petr 

Noskievic 教授の挨拶ではじまり，チェコ機械学会会

長の Vladimir Talasek氏の挨拶などがあった後，参加

者同士の会談となった．ホールの窓からはプラハのシ

ンボルであるプラハ城とモルダビ河（図１）が見事な

景観で迫ってきた．今年のモルダビ河はこの時期にし

ては水量が多いようで，河の上に立つ建物の 1階に在

るホールに迫ってくるモリダビ河の激流の眺めは圧巻

であった．主催者は危険がないことを力説してはいた

が・・・． 

 会議会場の 217ホールは，モルダビ河に架かるチェ

コのシンボル・カレル橋の袂の建物内（図２）にあり，

会議会場からはカレル橋を行きかう観光客の姿が眺め

 



られた．会議はノスキエビック教授（図３）の挨拶と司会進行ではじまった．ノスキエビック教授はチ

ェコの東に位置する Ostrava工科大学の副学長を務めており，この国際会議の実行委員長でもある，チ

ェコを代表する若手の油空圧研究者である．2005 年つくば国際会議にも参加されたことがあり，日本

の研究者との交流もある． 

オープニングセッションはノスキエビック教授の「Fluid Power System and Mechatronics」1) の基調

講演ではじまり，フランスの Jean-Charles Maré教授がエアバス社の新しい大型航空機 A380の油圧シ

ステム「The Recent Development in Aerospace Hydraulics, Focusing the New Airbus A380」2) につい

て講演した．光栄にも，著者が次に機能性流体を用いたアクチュエータの設計と試作「Design and 

Fabrication of Actuation System Using Functional Fluid」3) について講演した． 

 
オープニングに引き続き，会議は 2日間にわたり，次の６つのセクションの講演が行われた． 

• Hydraulic systems in production equipments 生産装置の油圧システム（6件） 

• Hydraulic systems for mobile applications 移動体への油圧システム応用（5件） 

• Development of Hydraulic elements 油圧要素機器の開発（6件） 

• Pneumatic systems and applications 空気圧システムとその応用（2件） 

• Electronics, fluid power systems and their control 電子フルードパワーシステムとその応用（2

件） 

• Application of modeling and systems simulation モデリングとシステムシミュレーションの応

用（8件） 

 
講演数からもわかるように，空気圧システムや制御手法に関する発表は少なく，モデリングや数値解

析の講演が多く，そのほとんどが油圧に関係する内容であった．チェコ国内の発表者の研究機関はすべ

て大学（オストラヴァ工科大学，ブルノ工科大学，チェコ工科大学など）であり，ドイツに近いことも

あり，各大学機関の研究室は Bosch-Rexrothや Perker，Moogなど企業との関わりが極めて強いとの印

象であった．またシミュレーション関連の発表が多かった． 

第 1 セッションの「生産装置の油圧システム」では国内外から 6 件の講演があった．ドイツの

Weingartenら 4) は Parker Hannifin社の油圧比例弁(Dfplusシリーズ)について，トルクモータの改良に

よる性能向上や，ダイキャストやプレス機械への応用，省エネルギー型可変ピストンポンプ機構などに

ついて報告している． 

ポーランドの Banaszek 5) は化学タンカー船上の大型出力油圧ローディングシステムについて，20m

の揚程を持つ荷物搬送用のポンプの特性や遠隔操作システムについての詳細を報告している． 

ルクセンブルグの Treffler 6) はムーグ社のプレス・ダイキャストマシン用新サーボカートリッジ弁に

ついて，その構造や性能，ダイキャスト機械，プレス機械，クッション制御の３つの応用事例について

報告している．この制御弁の広いバンド幅と高速性，高信頼性を強調していた． 

チェコの Štěrba 7) はダイキャスティング機械用 Rexroth 油圧システムについて，動作サイクルの最

適化やロバスト性について検討している．またチェコの Ožana ら 8) は環境にやさしいエコ油圧源‐

EKOEXTREM‐について，高含水作動油により最大 35MPaの仕様などその詳細を報告している．また

Pavlok 9) は油圧用フィルタ手法について検討し，従来型のフィルタ方式と静電気型方式の比較を行って

いる． 

第２セッションの「移動体への油圧システム応用」ではすべてチェコ国内から 5 件の講演があった．



図 4 会議の様子（流体継ぎ手の流れの数値解析）

図 5 バンケット会場 
（ビール醸造所兼レストラン） 

図 6 フランス Maré教授らとの交流 

タイトルだけを挙げると，「ポテト収穫用質量流量モ

ニタ」10) ，「油圧機器におけるブレーキエネルギー

の利用」11) ，「油圧機器の最適な寿命の決定」12) ，

「航空機油圧システムの信頼性解析と試験」13) ，「航

空機の機械－油圧連接システムの動特性」14) である． 

第１日目最後の第５セッション「電子フルードパ

ワーシステムとその応用」ではいずれもチェコから

2件，「制御弁による油圧駆動系の制御アルゴリズム

の解析と比較」15) ，「ロードローラ車の電子制御

HST」16) が報告された． 

翌日の第４セッションは空気圧のセッションで２

件の講演があった．チェコの Brno にある

Bosh-Rexroth の Bořil 17) はオートメーション用多軸空気圧サーボシステムの構成要素について報告し，

X-Y-Z 方向のガントリー型組み立て装置で 10μm の

分解能でピック＆プレース（把持と位置決め）が実現

できると述べている． 

フィンランドの Vilvaloら 18) は，空気圧シリンダの

空気漏れの推定と検出について報告し，非常にゆっく

りと変化する現象をいかに検出するか，また漏れがシ

ステムに与える影響などを考察している． 

第６セッションの「モデリングとシステムシミュレ

ーションの応用」では，セッションでは最多の 8件の

講演があった．チェコの Blejchařら 19) は油圧弁の非

定常流れにおけるキャビテーションとノイズ発生の

数値解析モデルについて報告している．圧力制御弁の

６分の１断面モデルのシャープエッジ部を通過する流れの数値解析に，圧力に依存する密度関数を持つ

キャビテーションモデルを導入し，流量毎分 18リットル，圧力 9.2MPa，レイノルズ数 1400の流れに

対して，流れ関数や渦度，キャビテーションの様子，圧力変動などを数値的に明らかにしている．また

その結果を用いて，弁形状の改良なども行っている．非常に複雑な流れの数値解析を，キャビテーショ

ンも含めて明らかにしている．またチェコの Dvořák 20) は空気圧複動シリンダの動特性解析モデルにつ

いて，Golka 21) は流体継ぎ手の流れの数値シミュレー

ション(図 4)について，それぞれ報告している． 

 
国際会議に参加するときの楽しみの一つは，多くの

研究者との交流の機会のあるバンケットである．今回

の会議では，バンケットに先立ち， 1日目の最後に，

企画旅行社（JASTA）の担当者による簡単なプラハの

名所の説明があり，その後，旅行社ツアーガイドによ

る市内徒歩見学ツアーが企画され，海外からの参加者

を中心に 20名ほどが参加した．旧市内を中心に 2時



間かけて 10 ヶ所程度の名所を徒歩で回り，見学ツアーの終着点がバンケット会場のビール醸造所兼レ

ストラン「Novomestsky Pivovar」（図 5）となっていた．チェコはビールの国で，ビヤホールが街のい

たるところにあるが，市街自店内でビールを醸造してメニューとして出しているのはこの店だけだそう

である．地下室のような店内の一部を貸しきって行われたパーティーでは，無濾過の少し濁ったピルゼ

ンビールと伝統的なボヘミア料理の味を堪能しながら，多くの研究者と交流を行った（図 6）． 

 
街全体が世界遺産でもあるチェコ共和国のプラハで開催された国際会議は，伝統あるヨーロッパの文

化と最新の油空圧技術の取り合わせが非常に印象的で心に残るものとなった．是非，読者も日本のフル

ードパワー研究の宣伝と交流のため，次回開催される会議への参加をお勧めする． 
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